
オスの争いはペア形成後も続く
ダーウィンが見落とした

性淘汰のメカニズム

自然淘汰説で説明困難なこと ダーウィンが考えた性淘汰

メスが複数のオスと交尾すると
性淘汰はペア形成前だけにおきるのではない

交尾後のプロセスこそ進化の原動力



オスが卵の受精を独占する手段 卵の受精をめぐるオス間の争い

アメリカカワトンボではじめて発見された
精子置換 (Waage 1979) オスとメスの交尾器の結合状態オスとメスの交尾器の結合状態

交尾ステージ1
メスの精子貯蔵器官から減少する精子 交尾ステージ２で再び増加する精子



放射線（γ線）照射法による
P2値の測定 P2値の測定結果（交尾直後の産卵）

時間が経つと低下する P2 値 なぜ P2 値が下がるのか？

カワトンボの交尾戦術と精子競争 交尾戦術、交尾、産卵の割合



交尾戦術と交尾時間
なぜ戦略によって交尾時間が違うのか？

交尾後のメスの行動に違いが…

カワトンボの
交尾時間（精子入れ替え率）は

可塑性にとんだオスの戦略だった

オスの視点からの性淘汰

生殖に関する決定事項の多くは
メスが実権をもっている

ツマグロガガンボモドキの
婚姻贈呈



マツムシやキリギリスの
婚姻贈呈

スゲヨシキリの
求愛ソング

求愛シグナルが
オスの協力を反映しない場合

コクホウジャク
尾羽の長いオスを好むメス

求愛シグナルはオスの質を伝える？ Good gene 仮説



Runaway 仮説 Sensory exploitation仮説

ゼブラフィンチ
新規な羽飾りの誘惑

Sensory exploitation 仮説による
シグナル進化のシナリオ

社会的単婚と遺伝的単婚 鳥類の93％は社会的単婚
（Lack 1968)



遺伝的単婚の場合
オスとメスの利害は一致する メスが複数のオスと交尾すると

オスメス関係の多様性

メスが多回交尾すると
オスにどんな進化が起きるの

か？

メスにとって交尾は危険が大きいメスにとって交尾は危険が大きい オスとメスのコンフリクトによって進化したオスとメスのコンフリクトによって進化した
と考えられる形質と考えられる形質



繁殖スケジュールのコンフリクト仮説繁殖スケジュールのコンフリクト仮説 メスの交尾相手が１オスであればメスの交尾相手が１オスであれば

メスが複数のオスと交尾する場合、
オスとメスのコンフリクトから生じるオスとメスのコンフリクトから生じる

繁殖スケジュールの進化繁殖スケジュールの進化

キイロショウジョウバエキイロショウジョウバエの精漿に含まれる毒素の精漿に含まれる毒素 キイロショウジョウバエキイロショウジョウバエ
１回交尾、多回交尾系統に選抜実験１回交尾、多回交尾系統に選抜実験



オスの論理とメスの論理
まとめ


